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５．中九州横断道路リレーシンポジウムの開催について 

 

中九州横断道路の早期全線開通に向けた機運の醸成を図ることを目的に、大分県内におけ

る中九州横断道路の沿線３市（竹田市、豊後大野市、大分市）と大分県がリレー形式でシン

ポジウムを開催しています。令和３年度は竹田市で、令和４年度は豊後大野市で行われ、今

年度は本市で開催しますので、その概要をお知らせします。 

  

 １．リレーシンポジウムの概要 

   日  時  １１月１７日（金） 午後２時～４時 

   場  所  コンパルホール１階 文化ホール 

   定  員  ５００名（入場無料・事前申し込み不要） 

   テ ー マ  「産業・物流」～産業を支える物流～ 

   内  容 （１）開会のあいさつ 

            足立 信也（大分市長） 

（２）事業概要説明 

    河崎 拓実（国土交通省 九州地方整備局 大分河川国道事務所長） 

（３）基調講演 

   「中九州横断道路が繋ぐ産業の未来」 

            小川 悠貴（株式会社日本政策投資銀行企業金融第３部グローバル

ロジスティクス室長兼アセットファイナンス部課長） 

（４）パネルディスカッション 

  テーマ「中九州横断道路を大分市の産業にどのように活用するか」 

            コーディネーター 亀野 辰三（大分工業高等専門学校 名誉教授） 

            パネリスト（４名：敬称略、５０音順） 

足立 信也（大分市長） 

小川 悠貴（株式会社日本政策投資銀行） 

田渕 幸男（株式会社臼杵運送 取締役執行役員） 

吉田 賢司（ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング

株式会社 大分ＴＥＣ長） 

（５）閉会 

 

令和５年１０月 市長定例記者会見 資料５ 
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 ２．その他（参考） 

  （１）道路の事業概要 

○中九州横断道路 

  ・大分市と熊本市を結ぶ延長約１２０ｋｍの高規格道路 

     ・東九州自動車道および九州縦貫自動車道と一体となることで広域的な道路ネット

ワークを形成する 

  ・大分県内唯一の未事業化区間は、大分～犬飼ＩＣ間の延長約１８ｋｍ 

 〇大分～犬飼ＩＣについて 

  ・第２回計画段階評価まで完了（令和４年１２月１５日） 

    ※大分市宮河内ＩＣ～豊後大野市犬飼ＩＣを結ぶ３ルート帯案が発表された 

 

  （２）沿線市のシンポジウム開催 

○竹田市 

・実施日：令和３年１１月８日（月） 

・テーマ：「移住・定住」 

“みち”がつくるまちのミライ～住みやすい地域とは？～ 

    〇豊後大野市 

・実施日：令和４年１０月２６日（水） 

   ・テーマ：「観光・農業」 

        ～豊後大野市の農業・観光における中九州道の影響について～ 

 

  （３）関連する期成会 

  〇中九州・地域高規格道路促進期成会（大分・熊本両県期成会）【会長：阿蘇市長】 

    対象路線：全長 約１２０ｋｍ 

  〇豊肥・地域高規格道路促進期成会 （大分県側期成会）   【会長：竹田市長】 

    対象路線：大分県側 約６０ｋｍ 

  〇中九州・地域高規格道路推進期成会（熊本県側期成会）   【会長：合志市長】 

      対象路線：熊本県側 約６０ｋｍ 

 

 

【都市計画課  内線１８１７】 


